
TSUNAKAN Interview
より良い社会づくりの現場から

―「サンゴに優しい日焼け止め」の
商品開発に取り組むことになったキッ
カケを教えてください。
　沖縄のビーチにシュノーケリングに

行った際に、日焼け止めを塗って海に

入ろうとしたら、ダイバーさんから

「サンゴが死んじゃうよ〜」と言われて

驚きました。その言葉の背景を調べて

みると、英語ではサンゴに対する日焼

け止めの影響について日本語の何倍も

の情報があり、既にハワイでは条例化

の動きがあることもわかりました。で

も、日本で話題にのぼらないのはなぜ

か？知らないから？環境に負荷の少な

い日焼け止めという商品はあっても高

すぎるから？このような商品の販売に

は説明の手間がかかりすぎるから？で

も私は目の前で海が汚れていくのを見

たくありませんでした。待っていても

誰も取り組まないのであれば自分で行

動して、サンゴに優しい日焼け止めを

作ろうと思ったことから始めました。

―商品を製造販売するための資金集
めは、どのように始められましたか。
　クラウドファンデングの手法を使い

ネットで発信しながら、自分でたくさ

んの人に直接会ってお願いしました。

身近な人から話を始めましたが、約9

割の人は無関心で、本当のこと？と信

憑性を疑うような反応もありました。

沖縄を始め東京などいろいろな場に出

かけ、粘り強く話を続けた結果、250

人の賛同者を得て当初の目標資金を獲

得できました。賛同してくれたほとん

どの人が顔見知り、私がお話しした人

ばかりでした。

　昨年、商品化した日焼け止めは、海

に入る時に使ってほしいサイズとして、

全身に塗る場合は2回分、顔や手など

の部分使用では7回分を想定し、1人2

泊3日の滞在中の使い切りサイズとし

て15グラムで販売を始めました。沖縄

に旅行に来た時に、日焼け止めの成分

がサンゴに影響があることを知って、

「サンゴに優しい日焼け止め」を使って

ほしい。観光に来て楽しい気分の時に、

厳しい現実をつきつけるようなことを

言うことへの葛藤もありましたが、私

達は海と一緒に生活している。この自

然を守ろうと、声をあげ続けています。

―サンゴにやさしい日焼け止めが目
指すのはどんな将来像ですか。
　今年、普段使いができる50㎖のポン

プタイプと７グラムサイズの２種類を

タイで生産開始しました。7グラムサ

イズはツアー会社やホテル等が商品の

意義を理解し協力を申し出てくれて、

観光客向けにサンゴを守る活動の啓発

ツールとして配布しています。沖縄で

のエコツアーで自然の素晴らしさを学

ぶ際に、この日焼け止めを紹介するこ

とで、海に入る時はサンゴに配慮する

行動を伝えたい。ツアー会社やホテル

で働く人達もこの商品を紹介すること

で、観光客に自然を守る意識を伝えや

すくなっています。

　サンゴは世界中の海にあり、同じよ

うに日焼け止めの影響を受けています。

沖縄に来てからこの事実を知っても遅

いかもしれない。沖縄からの発信に加

えて、商品の生産国であるタイで販売

の準備を進めています。世界のリゾー

ト地を回る人にサンゴを守る活動を伝

えて行きたいと思っています。これから

も多くの場でサンゴの話題を出してサ

ンゴへの関心を高めることで、サンゴ

保全の活動を盛り上げていきたいです

ね。 ［聞き手：つな環編集部］

多くの人が
サンゴと海に
関心を寄せてほしい

ジーエルイー合同会社

呉屋由希乃氏

沖縄市出身。大学休学中に東京で起業したイベ
ント業が軌道に乗り琉球大学を中退。ニューヨ
ーク移住を経て沖縄に戻りアパレルショップを
開業。海で使用していた日焼け止めを注意され
たことを契機に観光と環境の問題に取り組むべ
く8年間経営した店舗を売却。2017年、サン
ゴに優しい日焼け止めの販売を開始。サンゴの
美しい慶良間諸島や沖縄離島を中心に商品の認
知度アップとサンゴの保全活動に努めている。

呉屋　由希乃（ごやゆきの）

サンゴに有害な成分を一切含まない、耐水・高
保湿・100％自然成分の日焼け止め
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　社会の課題が複雑なものに変わってきている現代、それ
を解決しようとする組織のあり方はどうあるべきなのか。こ
れまでのような壮大なビジョンと強いリーダーシップによ
る組織経営に限界を感じ、次のステージにある事例から「進
化型（ティール）組織」というモデルを見出した著書がそ
の構造や文化、慣行を明らかにしている。それらの事例か
ら導き出された共通点は、ピラミッド型ではなくメンバー
によるエコシステムとも言うべき自主的な経営形態であり、
メンバーがその能力を発揮できる
ような組織運営だった。新しい時
代の組織という青写真は、地域を
変えようというチームの進化も導
いてくれるだろう。

　毎週土日に国連大学前の広場で開催されている「Farmer’s 
market @UNU」は、30を超える生産者が手塩にかけた野
菜やフルーツを自ら持ち寄って販売、旬を楽しみに訪れる多
くの来場者で賑わっている。夕方には商品が少なくなる程の
人気だが、当日の天候等により売れ残ってしまうことがある。
また、販売できない規格外の作物、豊作で販売が難しい作
物等についての相談をきっかけに、それらの野菜とフルーツ
を見繕い、国連大学から1キロ以内にある飲食店に定額で販
売し届ける仕組みが
Re-think  Food 
Delivery。 生産者
が教えてくれた野菜
の食べ方や組み合わ
せ方の情報も合わせ
て届けている。

　2016年熊本地震の直後から被災地で活躍したブルーシ
ートを回収・洗浄して作成したバッグを「ブルーシードバ
ッグ」として販売。一般社団法人BRIDGE KUMAMOTO
がプロデュースし、生産管理は熊本のシタテル、縫製は大
分の竹田被服が担っており、被災地の復興支援団体に売上
の20％を寄付している。使用済みのブルーシートを使用し
ているため、耐久性にバラツキがある等は事前に案内。い
つどこで災害が起きるか分からないため、災害の恐ろしさ
を忘れず、この経験を伝
えていきたいという思い
をこめている。小ロット
生産のため入荷待ち、再
販日程のお知らせをメー
ルにて受け付け中。

　サンゴといえば思い浮かぶのは美しい南の海、白い砂浜、
色とりどりの魚たちではないだろうか。そんな海でサンゴ
礁は多くの生き物を育む豊かな生態系だ。また高潮の影響
を軽減する「天然の防波堤」の役割も果たしている。一方
で毎年のようにニュースになる白化現象による悪影響が心
配されている。2018年は国際サンゴ礁年にあたり、全国
各地で企業やNGO、研究者によりサンゴ礁を観察する、知
る、体験するイベントが開催されており、専用のSNSペー
ジも開設されている。身近な場所で参加できるイベントで
サンゴ礁について想いを馳せ
てみてはどうだろうか。自分
の生活のなかでサンゴ礁のた
めにできることが見つかるか
もしれない。

魂のこもった組織への
パラダイムチェンジ

熊本地震を忘れない
ブルーシードバッグ

美しいサンゴ礁の世界を
もっと見てみよう

ファーマーズマーケットから　
ロス野菜の配達

モノ・コトもっと知りたい
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ブルーシードバッグ
￥4,320（税込み）別途送料
サイズ　高さ約30cm　幅約33cm　奥行き約15cm　
http://blueseedbag.com/
facebookページで随時情報発信
https://www.facebook.com/bridgekumamoto/

国際サンゴ礁年2018
http://www.env.go.jp/nature/
biodic/sango2018/index.html
さまざまな主体のイベント情報が発信
されている
https://www.facebook.com/
IYOR2018JP/

Re-think Food Delivery
http://farmersmarkets.jp/rethink-food-delivery/
現在はこの考えに賛同してくれた近郊の11店舗にお届け

「ティール組織　
マネジメントの常識を覆す
次世代型組織の出現」
フレデリック・ラルー著
英治出版（2018年） 2500円+税
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